
 

 

 

 

 

 

 

 

 

『感謝』～「ありがとう」を伝え合う学級 
                    帯広市立つつじが丘小学校長  野上 泰宏 

 

つつじが丘小学校ホームページに、今年度の全国学力学習状況調査の結果と分析を公開しました。結果 

概要につきましては、学校便り９月号に掲載し、お知らせしたところです。 

 ここ数年の経過をみますと、本校は全道・全国平均以上の正答率をあげ、学力は上昇傾向にあります。 

もちろんこの調査は「正答率が高いから良い」ではなく、今後の指導や授業を改善することが一番の目的 

です。そういう意味で、全校的に苦手な設問・領域の指導の改善に向け分析と検証をしましたが、私なり 

にこの上昇傾向の要因を考えてみることにしました。 

 そこで、６年生に「学級力アンケート」を実施してみました。このアンケートは、本校の４年生や５年 

生でも実施したことがあるのですが、子供自身がクラスの様子を振り返るアンケ―トです。私は、当然「授 

業中にむだ話をしない学級」のポイントが高いと思っていたのですが、なんと全ての質問項目の中で一番 

低くショックを受けました(これは 4、5年生でも同様の結果で、より衝撃的でした)。気を取り直すために 

お伝えすると、全学年共通して高いのは「つながり～友達の話につながるように発言する」「仲間～誰とで 

も遊んだり、グループになれる」でした。そして、６年生の優位性項目は、「感謝～ありがとうを伝え合う 

学級」でした。担任の先生に告げると、「確かに子供同士しているけど、学級の目標の一つになっているし、 

特に意識したことはない。」という返答でした。しかし、私はここに学力向上の要因を感じたのです。 

 

◇     ◇     ◇     ◇      

昔、テストの個人得点を教室や廊下に掲示 

することがありました。競わせて学力を上げ 

る、競争主義です。今でも「そのくらいしな 

いと本気が出ない」と考える人もいるかもし 

れません。しかし、無くなったということで 

おわかりですね。プライバシーの問題？それ 

以前に、効果がないことが明らかになったの 

です。競うよりも、お互いに教え合ったり学 

び合ったりする方が、全体として効果がある 

ことがわかったのです。教えてやって「あり 

がとう」と言われれば、有用感を持つ。教わる 

方は、自分のわからないことを個別に教えて 

もらえる。最適な個別指導なのです。点数を 

比べて「５点勝った」「あいつに負けた」というより、学級全体の学習に対する意識が変わってくるもので 

す。だって、みんなが言うのです「わかった！できた！」って。こんなクラスが素敵だとおもいませんか？ 

逆に、指導がうまく入らない学級に出くわしたとき感じるのは、まず子供と先生間の「感謝」が崩れて 

います。「言われなくても全員ができてあたり前」という先生。「できないのに、先生は何もしてくれない」 

という子供。先生と保護者の関係もしかり。「学校からのお知らせを読み、保護者が協力するのはあたり前」 

という先生。「学校は、我が子のために何もしてくれない」という保護者。お互いがこの関係では、うまく 

いくはずがありません。先日たまたま聞いたラジオで、「夫婦円満の秘訣は、お互いに感謝を伝えること」 

と放送していました。「『ありがとう』は魔法の言葉」と言われますと。 

 

それでは皆さま、二学期ありがとうございました。どうぞ、よいお年をお迎えください。 

 

 

帯広市立つつじが丘小学校                         令和元年１２月２３日 

        

 

 

 

文責 野上泰宏 
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（１１月～１２月） 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

     

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月2１日、３年生が絆学習 

で「ピザ作り」に挑戦しました。

学習ボランティアさんにお手伝い

をいただき、帯広養護学校の児童

も交流学習として参加するなど、

いつもより子供達は、はりきって

学習に参加していました。 

 

１１月２８日に、６年生が薬物乱用防止教室の授業

をしました。帯広警察署から生活安全課少年係の山川

巡査長に来校をお願いし、講師を務めていただきまし

た。安易な気持ちで、興味本位で手を出さないよう

に、危険性もふくめて指導をしてもらいました。 

１１月１６日のわくわくサタデー

では、つつじっ子防災教室と腕ずもう

大会が開催されました。市役所防災課

の方が講師を務められ、子供でもでき

る災害の備えを学びました。 

１１月２４日に、ＰＴＡの西ブロ

ックミニバレー大会がありました。 

つつじが丘小学校から、女性チー

ム、男性チーム各１チームが出場

し、熱戦を展開しました。結果につ

いては、聞かないで察してくださ

い。この大会の一番の目的は「親睦」

ですから。大人の対応をしたという

ことで、ご理解ください。 

１２月３日、第２回のセーフティネットつつじ・つつじの

会合同会議を開催しました。冬道の登下校の様子についての

話の中で、「手袋をしていない子が多い」と話題になりまし

た。翌日に各担任が子供達に聞いてみると、全体で２３人の

子が手袋なしで学校に来ていることがわかりました。「ポケ

ットに手を入れて歩くのを見ていると、滑って転んで転倒し

た時とても危ない」と、朝の登校時に見守りされている方か

ら指摘がありました。ご家庭でも、「自分の安全を守る」と 

いう観点から、言葉かけをお願いします。 

１１月２７日、二中エリアファミリーの講

演会を帯広第二中学校を会場に行いました。

講師に、愛仁園の認知症地域支援推進員の柏

谷先生をお招きし、認知症サポーター養成講

座を開催しました。地域での取組、認知症の方

を支えるための心構えなど、大変ためになる

お話を聞く機会となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 3日に公表されたPISA調査で、読解力の低下が明らかになりまし

た。また「本読め！新聞読め！」と始まるのでしょうが、かけ声（命令）だ

けでは、ダメだと思うのです。 

本や新聞が目の前にある環境を作る。部屋中、教室中、学校中を本や新聞

だらけにする。「環境づくり」も大人の大事な役割と思います。お父さんやお

母さんが新聞を読んだら、子供も新聞を真似して読むでしょう。民間の調査

によると、１５歳時に家にあった本の冊数が10冊以下の子供の大学進学率

23,1%。500冊以上の子供76,4%だそうです。相関関係が明らかです。 

１１月２９日に「チャレンジ集会」が

ありました。学級ごとに企画・模擬店を

出し、低学年に遊んでもらう取組です。

どのクラスも、話し合いで苦労したり、

作業が思うように進まず大変だったよう

ですが、みんなが協力して困難を乗り越

える授業をこれからも大切にしていきた

いと思います。また、帯広ろう学校も、 

来校し出店してくれました。先生から「普

段は声を出さない子が、積極的に話しか

けていた。」と、うれしい話を聞かせてい

ただきました。 

たくさんのご来校、ありがとうございました。例

年の行事とはいえ、平日にもかかわらず多くの方に

参観いただきました。心より感謝申し上げます。お

かげさまで、子ども達はいつも以上に意欲的に学習

に取り組んでいました。６年生は、スマホ安全教室

を開催、親子で学習を深めました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

日 曜日 予   定 日 曜日 予   定 

1 水 元旦 年始休業 17 金  

2 木 年始休業 18 土  

3 金 年始休業 19 日  

4 土 給食費（引） 20 月 ＡＬＴ           つつじっ子 

5 日  21 火 ＡＬＴ ＣＲＴ検査 給食日（高） 

6 月  22 水 ＣＲＴ検査 給食日（中）  つつじっ子 

7 火  23 木 ボランティア感謝の会   給食日（低） 

8 水  24 金 冬道教室 児童会 給食日（予） 

9 木  25 土  

10 金  26 日  

11 土  27 月 つつじっ子 

12 日  28 火  

13 月 成人の日 29 水 つつじっ子（誕生会） 

14 火 職員会議 第４回つつじカフェ 30 木 給食費（引） 

15 水 第３学期始業式 つつじっ子（正月遊び） 31 金  

16 木 交通安全日＋ＰＴＡ社会部    

◎第２回学校運営協議会 １２月１０日 

  ・目指す子ども像（目標）を協議。 

  「地域とつながり 夢をもって学ぶ 笑顔と思いやりあふれる つつじの子 

～「ありがとう」「あいさつ」「ごめんなさい」をすなおに言える子ども」 

   と案をまとめました。 

  ・来年度に向けて、少人数指導加配（定数より先生一人増）、支援員や補助員 

を今年度と同数を堅持してもらえるように、意見書を採択しました。 

  ・つつじっ子（放課後見守り活動）を例年通り入学式後すぐ始められるよう 

にお願いすることを確認しました。 

◎第３回つつじカフェ １２月１８日 

  校下の民生委員・児童委員さんにお集まりいただきました。詳細は次号で。 

 

★４年生が、ＣＳ委員広瀬さんの授業もふまえて、「酪農パンフレット」を作成。 

発表会や交流会をし、学習のまとめをしました。 

★６年生が、「地域学習～町内会長さんの悩み」という授業を行い、どうしたら町 

内会行事に参加する人が増えるだろうか、小学生の目線で考えました。 

卒業式の服装が、他町村ではますますエスカレート(袴のみならず AKB 的衣装も出現)し、「負担

が大きいから、学校で禁止してほしい」との声も出ていると聞きました。なげかわしいことです。 

昨年もお願いしましたが、「卒業式」は、お祭りや形式的な儀式ではありません。授業として扱い、

そこにはねらいや目的が設定されており、「学校生活に有意義な変化や折り目を付け、厳粛で清新な

気分を味わい、新しい生活の展開への動機付けとなるような活動を行うこと」と定められています。

小学校卒業式の場で進学先中学校の真新しい制服を着て臨むことは、まさに「新しい生活の展開へ

の動機づけ」と言えます。もちろん、服装に関する細かな規定はありません。また、個人の自由は保

障されねばなりません。ただ学校長として、小学校最後の学びの場、学年集団生活の締めくくりと

いうことを考えると、華美にならないように、過度な負担にならないようにお願いをしたいです。 
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